


















統合検索サイトである Europeana や DPLA 等でも採⽤されており、たとえば Europeana では、
IIIF を介することで、フランス国⽴図書館で公開している⾼精細デジタル画像を⾃らのサイト上








Web 上で発表スライドを共有するためのサイト SlideShare に公開されている、あるプレゼンテ
ーション資料を採り上げてみよう。これは、IIIF の初期からの中⼼メンバーであるスタンフォー






























































































































                                                      
4 Web 上のリソースにアノテーションを付与するための枠組みとして当時提案され徐々に普及











 IIIF は、現在、4 つの API で構成されている。画像⾃体を配信するための Image API、画像や
アノテーションを統合して提供するための Presentation API、検索に関するやりとりの仕⽅を定




Image API について 




scheme は http か https かを記述するのが⼀般的である。server は画像を置いているサーバの
ホスト名（FQDN）、prefix は画像の置かれるディレクトリ等を記述し、identifier で個々の画像
の ID を指定することになる。そして、region 以降が、画像サーバに対して URL で指定する画像
変換の内容ということになる。region は画像内での切り出したい画像の位置情報であり、切り出
しをせずにそのままで良い場合は full と指定する。size は、切り出された画像（あるいは切り出
さなければ画像全体）のサイズを指定する。たとえばサムネイル画像がほしい場合にはこれを⼩
さな値に設定することになる。rotationは画像の回転度であり回転させない場合は0を指定する。
quality は通常は default だが、グレ （ーgrey）や⽩⿊⼆値（bitonal）の指定ができることになって
いる。format は画像形式だが、これは jpg とすることが多い。画像形式に関しては、画像サーバ
とビューワの両⽅が対応している画像形式である必要があり、筆者がこれまで⾒てきた範囲では、
ほとんどは jpg であった。 
{scheme}://{server}{/prefix}/{identifier}/{region}/{size}
/{rotation}/{quality}.{format} 
 このように、Image API だけでも、すでに、画像がサイロに閉じ込められていること、開発と
維持のコスト、不統⼀なインターフェイス、といった問題点はある程度解消されている。さらに、
それを各サイトで実装するためのソフトウェアもフリーのものが様々に公開されて選択肢も広が









ここに、Presentation API の役割が出てくることになる。 
 Presentation API は、共有キャンバス（Shared Canvas）という考え⽅に基づきつつ、World Wide 
Web コンソーシアム（W3C）が規定する Linked Data の記述⽅法である JSON-LD、注釈の記述














が開発に関わっている Universal Viewer と、スタンフォード⼤学、ハーバード⼤学等が開発の中
⼼となっている Mirador である。いずれも、画像の拡⼤縮⼩等の基本的な機能は OpenSeadragon
というフリーソフトの⾼精細画像ビューワを取り込むことで実現している。 
Universal Viewer の⼤きな特徴は、⾳声や動画、3D 画像など、様々なタイプのメディアを表⽰
できるようになっているという点である。また、画像に付与した翻刻テクストを検索することも
できるようになっている。そして、画像をダウンロードする機能や「現在⾒ている画⾯」の URL












 注釈機能に関しては、IIIF で定められている注釈の記法に基づくデータを図 4 のように表⽰す
ることができ、さらに、ユーザが注釈をつける機能も⽤意されている。このサイトでは、さらに、
注釈中のキーワードをクリックするとそのキーワードで画像検索が⾏われるようになっている。
なお、図4 で表⽰されている注釈は、元々は IIIF とは異なるフォーマットで付加されたものだが、

















 2015 年 6 ⽉、IIIF コンソーシアムが設⽴された。複数の研究機関によるプロジェクトとして始
まった IIIF への取組みは、このときすでに⼤きな広がりを⾒せており、年会費 1 万ドルを要する
IIIF コンソーシアムの設⽴にさえ 11 の研究図書館等が参加している。その後、IIIF コンソーシア
ムの加盟機関は 55 を数え、⽇本からも東京⼤学、京都⼤学、国⽴情報学研究所、国⽂学研究資料
館、関⻄⼤学が参加している。IIIF の利⽤はコンソーシアムに加盟せずとも可能であることから、





                                                      













ビューワで画像閲覧する際の URL を 2 箇所変更する8と IIIF 対応の URL になり、IIIF 対応ビ
ューワでも同じ画像を読み込むことが可能となる。 
さらに、現在 Web エンジニアの間で流⾏している JSON という記述フォーマットや、World 
Wide Web コンソーシアム（W3C）が近年進めている Linked Data の記述⽅法である JSON-LD、












IIIF がもたらした API 群は，オープンなライセンスとの組み合わせにより，Web 空間における





世界各地でこの API 群を活⽤できる利便性の⾼いツールが開発公開されるようになった． 
⽐較的汎⽤性の⾼いツールについて⾒てみると，まず，トロント⼤学図書館が開発・公開して
いる IIIF Toolkit with Mirador は，ジョージ・メイソン⼤学が開発・公開するメタデータ CMS，
Omeka のプラグインとして作成されており，さらに，ヴァージニア⼤学図書館で開発・公開して
いる時空間マッピング⽤ Omeka プラグイン，Neatline を組み合わせることによって IIIF 対応コン
                                                      




ている IIIF 対応コンテンツを対象にして別の Omeka サイトからアノテーションを付与すること
ができるようになっており，この機能を通じて任意のデジタルコンテンツの中の任意の画像 1 枚
に対して Google 検索が直接及ぶようにすることを誰にでも簡単にできるようにしてしまった． 
別の⽅向性として，世界中の IIIF 対応コンテンツに含まれる任意の画像の任意の箇所を指定す
るという操作を繰り返した後，それぞれの箇所を順にたどってブラウジングすることを可能にし






ることによる確認が可能となっている．あるいはまた，後述するが、筆者らが構築し 2016 年 6 ⽉



























































                                                      
13 Eric S. Raymond, The Cathedral and the Bazaar, 1999, 
http://cruel.org/freeware/cathedral.html (⽇本語訳) 
10　　IIIFによるデジタルア?カイブの??と???（???を??した?たな???サ?ビスの???）
